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みえ市民活動・ボランティアχュースはこちらにあります。

ʲ地域の社会福祉協議会  r県内の市町社会福祉協議会

ʲ地域の市民活動センター等ʪr津　市ʫみえ市民活動ボランティアセンター/津市市民活動センター/三
重大学/؃護大学/三重夑期大学/高田夑期大学　ʪ܂名市ʫ܂名市市民活動センター　ʪいなべ市ʫいな
べ市市民活動センター　ʪ東員町ʫとういんボランティア市民活動支援センター　ʪ࢛日市市ʫ四日市市
市民活動センター/四日市大学　ʪُ山市ʫُ 山市市民協働センター　ʪ綸ࣛ市ʫ市民ネットワークすずか
のぶどう/鈴鹿国際大学/鈴鹿医療科学大学　ʪ松阪市ʫ松阪市市民活動センター　ʪ伊勢市ʫいせ市民
活動センター/皇ላ館大学　ʪ志摩市ʫ志摩市市民活動支援センター/ԣ山ビジターセンター　ʪ名張市ʫ
名張市市民活動支援センター/エコリκート赤目の森/名張市立椓ॻ館/名張青年会議所/名張市総合福
祉センター　ʪ伊賀市ʫ伊賀市市民活動支援センター/伊賀市立椓ॻ館/伊賀青年会議所　ʪ尾練市ʫ東紀
州コミュニティデザイン　ʪ明緭町ʫめいわ市民活動サポートセンター　ʪ南伊勢町ʫ南伊勢町町民文化
会館　ʪ紀宝町ʫ紀宝町ボランティア市民活動センター　

協　賛

ʲ金紪機関・企業等 	r淥ۜޒ行各店/第三ۜ行各店/三重ۜ行各店/東海労働金ݿ各店/県下+Aバンク各店/メ
ディカル一ޫ各調剤薬局

ʲ行政機関等 	r	三重県套県民ホール/三重県地域機関（地域防災総合事務所<܂名、四日市、鈴鹿、津、松阪、伊
賀> 地域活性化局<南勢志摩、紀北、紀南>）/三重県ӫ町套舎（情報公開槜口）/三重県総合医療センター/三
重県立一志病Ӄ/三重県立志摩病Ӄ/三重県立こころの医療センター/三重県立こころの健߁センター/ࡈ
宮ྺ࢙博物館/三重県立博物館/三重県立椓ॻ館/三重県生֔学習センター/三重県夡ঁ共同参画センター
『フレンテみえ』/三重県人権センター/三重県身体障害者総合福祉センター/三重県環境学習情報センター/
三重県鳥Ӌパート情報センター/三重県立熊野古道センター/各市町役場/各市町中ԝ公民館など

みえ市民活動・ボランティアニュース発行にあたり、協
賛をいただいております。

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

下の模様は SP コードと呼
ばれるバーコードで、専用
の読取機で音声を聞くこと
ができます。

下の模様は SP コードと呼
ばれるバーコードで、専用
の読取機で音声を聞くこと
ができます。
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創意と工夫で自立したまちづくりを
活動の経緯を教えてください。

　平成 14（2002）年 8 月に大型店舗が桐ケ丘から
撤退する中で、それに代わる商業施設をとの声もあ
る中、桐ケ丘地域活性化委員会を発足してどういう
まちづくりをするか議論をしました。地方分権時代
にあって、これからのまちづくりは「自分たちで考
え、自分たちで実現していく時代」という認識に立ち、
まだ伊賀市が合併する前の旧青山町の時代に“ふる
さと創生資金

＊1
”を原資とする資金を分配してもらい、

まちづくりをすることになりました。
　議論した結果を提案し、それを実際に運営する組
織、実行部隊として平成 16（2004）年 7 月に特定
非営利活動法人まちづくり桐ケ丘が設立され、同年
10 月、旧青山町６地区に“ふるさと創生資金”が交
付されたのです。そして 11 月 1 日に伊賀市が誕生し
ました。
　さらに伊賀市自治基本条例に基づき、平成 17

（2005）年 4 月に桐ケ丘地区住民自治協議会
＊2

がつく
られたわけです。同時期並行的に作業が行われ、平成
18（2006）年 3 月にまちづくり基本計画“地域ま
ちづくり計画～桐ケ丘”が策定されました。この時点
から住民自治協議会とまちづくり桐ケ丘は表裏一体の
関係で活動してきたという経緯があります。平成 19

（2007）年９月からは、まちづくり桐ケ丘も住民自
治協議会の主要構成団体の一員となりました。
　交付された“ふるさと創生資金”のほとんどは、
拠点施設（箱モノ）の整備に使われました。それと

常態的な路上駐車の解消と快適な環境づくりのため
に公共用地を管理名目で借りて駐車場を整備し、格
安で住民に貸し出しました。ふるさと創生資金の受
け皿としてのまちづくり桐ケ丘は事業期間 5 年間を
平成 21（2009）年 3 月末で終え、4 月から自立し
た自治型（地域内）ＮＰＯとして新たな歩みを始め
たのです。
＊ 1　ふるさと創生資金：自ら考え自ら行う地域づくり事業（通称　ふるさ
　　　と創生事業）は、1988 年～ 1989 年にかけての日本で、全国の自治
　　　体に対し地域振興に使える資金 1 億円が一律に交付された。
＊ 2　住民自治協議会：小学校区程度に住民が自発的に設置する住民自治組
　　　織。住民自治協議会では、自ら取り組む活動方針や内容等を定めた地
　　　域まちづくり計画を策定し、市では、計画策定、活動等を支援すると
　　　ともに、人口割等による地域包括交付金を支出している。

　　　

条例で守った景観
課題解決についての工夫は？

　新興住宅地でしがらみも何もない桐ケ丘地区も入
居開始から約 30 年が経過し、今では旧町の人口の
半分、約 5,260 人を抱える団地になりました。しか
しながら世代交代や高齢化など、多くの団地が抱え
る共通の課題の他に、投資目的等で所有する方の空

出典：伊賀市ホームページ
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桐ケ丘地区住民自治協議会

   会長　橋本 正納進（前列左）

   事務局長　 岩間 勝（前列右）

桐ケ丘のまちづくりを
地域のみんなで支えたい
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き地が目立つという課題がありました。個人や企業
所有の空き地に行政の手が行き届かず、草ぼうぼう
で景観や見通しも悪く、火災や病害虫の発生、子ど
もの安全面でも危険だという深刻な事態でした。幸
いにも伊賀市の地域活動支援事業補助金が、それを
解決するきっかけとなりました。
　同補助金により行った空き地除草の効果は大きく、
今では 676 区画あった未除草の空き地が、18 区画
くらいまで減少しました。この時にＮＰＯの実践機
能が役立ちました。すべて有償ボランティアで行う
と予算の範囲を超えるので、時間と人員の削減にな
る乗用草刈り機の導入が成功への鍵となったのです。
もう 1 つの工夫は、空き地を持っている方に何とか
転入してもらいたいと、桐ケ丘地区の現況をお知ら
せする情報サービスを入れて会員制にしました。
　投資目的で買われて、放置されていた土地も伊賀
市の“草刈り条例

＊3
”があるので、持ち主を調べて草

刈りの勧告書を出してもらいます。それでも駄目
だったら市長名で措置命令（⇒代執行）を出しても
らいます。平成 23 年に条例改正をしてもらって代
執行を入れてもらったのが効果絶大でしたね。桐ケ
丘の景観がみるみる良くなり成果が目に見えてくる
と、住民自身の意識も変わり、地域のイメージアッ
プにもつながるし、空き地も流動化するなど相乗効
果が現れ、空き地に新築の家が建つなど、まちに活
気が出てきました。
　さらに伊賀市は資源ゴミの回収が月 1 回だったこ
ともあり、ポイ捨てが横行していました。行政にお
願いしても難しいので、ＮＰＯが集めるから手続き
してくれという要請が自治会からありました。その
結果、ＮＰＯと回収業者が契約をして月平均 18 ト
ンも資源ゴミを回収するようになったのです。住民
は拠点にゴミを持ち込むだけで回収業者が集めると
いう、業者にとってもプラス、住民にとってもあ
てになる win-win の関係なのです。年間収益の約
120 万円もＮＰＯの活動資金として活用し、一石二
鳥の効果です。
＊ 3　草刈り条例：伊賀市あき地の雑草等の除去に関する条例（通称　草刈
　　　り条例）

事務局機能を充実させ、仕組みとして残す
今後の課題と将来展望についてお聞かせください。

　事務局機能を充実させようと、県の補助金を得て
データを一元管理できるようにしたのが事務効率の
向上に大きく寄与しています。住民に世帯構成状況
や要援護者、ペット等の情報や平日の居場所、緊急
時の連絡先など個人情報にかかわるものも書いてい
ただき、封筒に入れて防災用居住者名簿として保管
する仕組みが基本です。
　防災訓練の前に、その中から最新の基本情報を毎
年、組長さんにお渡しして組会を開いてもらい、向
こう 3 軒両隣の方に認識していただくようにしてい
ます。このほかにも地域の暮らしにかかわる重層的
なデータを蓄積し、状況把握を行いながら必要に応
じてゼンリン住宅地図とリンクさせプリントアウト
できるようになっています。もちろんセキリュティ
もアクセス権限も厳重に制限・管理しています。
　伊賀市地域活動支援事業補助金には、創設当初よ
り毎年申請し、景観整備のほか自主防災や防犯パト
ロールなどさまざまな課題解決に取り組み、仕組み
として残せたことも大きな成果です。しかし高齢者・
ＨＣ（ハンディキャップ）互助ネットワーク、移動
制約者の対応など、支え合いも地域の総合力がない
と難しく、まだまだ仕組みとして途中段階の部分も
あり、今後の課題となっています。いまのやり方も
これがベストではなく、ＰＤＣＡ（P

計 画

lan D
実 行

o C
評 価

heck  
A

改 善

ction）で絶えず見直し、改善してもらえば良いの
です。
　さまざまな活動の先頭に立っている組長さんが高
齢化してきており、近年ＰＴＡ等で若い人が入って
くれてはいるものの世代交代も今後の課題かと思っ
ています。

事務局住 所 	 			〒518-0225　
																				 	三重県伊賀市桐ケ丘三丁目333番地
																					 	桐ケ丘地区市民センター内
T 	 	 e 	 	 l 	 		0595-52-4500
F 	 	 a 	 	 x 	 	0595-52-4501

DATA

E - m a i l　　 igakiri@asint.jp
ブ 　 ロ 　 グ 	 	 http://blog.goo.ne.jp/kirigaokajichikyou/
代　 表 　 者 	 　会長　橋

はしもと

本　正
しょうのしん

納進
	団体設立年月日　 平成17（2005）年 4月2日

桐ケ丘地区住民自治協議会

子育て世代による「桐ケ丘子どもフェスタ」
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特定非営利活動法人　
地域と自然

情報提供：特定非営利活動法人　なばりNPOセンター

高松干潟は三重県川越町にあり、朝明川河口と右岸前浜に28
ｈａの砂質干潟が広がります。私たちの団体は干潟の重要性と
大切さを次世代につなげることを目的として、海岸線の清掃活
動、干潟観察会、海岸線の調査研究を行っています。春から夏
は潮の干満差が大きく、生き物観察会を調査を兼ねて開いてい
ます。多くの人が潮干狩りに訪れます。秋から冬は渡り鳥観察会
を開きます。

不安で孤独で、苦しみや悲しみにこころを閉じてしまっている難病
患者。とりわけその傾向が強い稀少難病患者の皆さんが集まって、
互いのピア(仲間 )・カウンセリングをしています。今、国、厚生
労働省、医学界、産業界を巻き込んで、稀少疾患の研究が大規模
に行なわれています。新たな治療法、薬剤の研究、開発が世界規
模で起こっているのです。私たちは活動をとおして、「難病」とは何
か？「稀少疾患」とは？を多くの人たちに知っていただき、市民の
人たちと同じ立場で普通に暮らせる社会の実現をめざしています。

情報提供：四日市市なやプラザ

 yy-1414@ccnetmie.ne.jp
（高松干潟を守ろう会　会長・事務局　水谷いずみ）

高松干潟を守ろう会稀少難病の会 みえ
情報提供：特定非営利活動法人　みえきた市民活動センター

 kisyounannbyou_mie@
yahoo.co.jp　　　　

北勢
地域

「九条の会すずか」は、2004 年に井上ひさしさんらが結成した「九条
の会」の『日本国憲法』を守るという一点で連帯する、という呼びか
けに応えて鈴鹿の市民が設立した団体です。3月に8周年を迎え、現
在会員は420 名です。2006 年改憲の動きをストップさせたのは、全
国で7,528を数える「九条の会」の力と広がりでした。二度と戦争を
繰り返さないために、人の命をもっと大切にする社会をつくるために、
戦争体験を聞く会、憲法学者の講演会やＤＶＤによる原発学習会など
を開催しています。入会費・会費はなく、誰でも会員になれます。

情報提供：鈴鹿 NPOサポートセンター

 059-371-0246
http://blog.livedoor.jp/suzuka_9jyou/

九条の会すずか

北勢
地域

北勢
地域

伊賀
地域

野外活動にて

学習会の様子

3

箕
み の わ

曲コーラス　
La.pesca ( ラ・ペスカ )

情報提供：特定非営利活動法人なばりＮＰＯセンター

不安で孤独で、苦しみや悲しみにこころを閉じてしまっている難病
患者。とりわけその傾向が強い稀少難病患者の皆さんが集まって、
互いのピア(仲間 )・カウンセリングをしています。今、国、厚生
労働省、医学界、産業界を巻き込んで、稀少疾患の研究が大規模
に行われています。新たな治療法、薬剤の研究、開発が世界規模
で起こっているのです。私たちは活動をとおして、「難病」とは何か？
「稀少疾患」とは？を多くの人たちに知っていただき、市民の人た
ちと同じ立場で普通に暮らせる社会の実現をめざしています。

稀少難病の会 みえ
情報提供：特定非営利活動法人　みえきた市民活動センター

難病・障がいは個性などではな

く、能力（権能）です。

 kisyounannbyou_mie@
yahoo.co.jp　　　　

北勢
地域

「九条の会すずか」は、2004 年に井上ひさしさんらが結成した「九条
の会」の『日本国憲法』を守るという一点で連帯する、という呼びか
けに応えて鈴鹿の市民が設立した団体です。3月に8周年を迎え、現
在会員は420 名です。2006 年改憲の動きをストップさせたのは、全
国で7,528を数える「九条の会」の力と広がりでした。二度と戦争を
繰り返さないために、人の命をもっと大切にする社会をつくるために、
戦争体験を聞く会、憲法学者の講演会やＤＶＤによる原発学習会など
を開催しています。入会費・会費はなく、誰でも会員になれます。

情報提供：鈴鹿 NPOサポートセンター

 059-371-0246
http://blog.livedoor.jp/suzuka_9jyou/

九条の会すずか

北勢
地域

北勢
地域

伊賀
地域

野外活動にて

学習会の様子 「憲法なんて難
しい」と言わ

ないで。私たち一人ひとりの人権
とくらしが守られるのは憲法があ
るからです。

3

ひとことPR!

ひとことPR!

ひとことPR!
今年 6月 23日の8周年の集い。

講師は、宇都宮健児さん。

〒 518-0441　名張市夏見２１５　  箕曲公民館
 0595-63-0453

2004 年 6月に、故井上ひさしさんや故小田実さん、脱原発運
動の先頭にも立っている作家、大江健三郎さんらが呼びかけた
「憲法九条を守ろう！」というアピールに賛同して、翌年5月に
設立した団体です。今年の 8周年のつどいには、年越し派遣村
名誉村長を務めた弁護士、宇都宮健児さんを招き、「憲法が危な
い～脱原発・反貧困、そして九条～」という講演を200人の参
加者で聞きまた。なお、九条の会は、県内では40 余（全国で
は7500 余）が、護憲のためのさまざまな活動をしております。

情報提供：四日市市なやプラザ

＆  059-352-4348
 ikko4621@tcp-ip.or.jp

憲法とは「政治」
だけのことでは

なくて、人間的なこと、文化的な
ことでもあるとの立場から、多くの
市民に憲法の大切さを訴えていき
たいと思っています。

私たちの団体は、名張市立箕曲小学校の PTAコーラスとして、
平成 9年に発足しました。校長先生をはじめ音楽好きな先生の
ご指導を受け、地域の敬老会や文化祭、小学校等、地区内での
活動が主なものでした。	活動が広がると他地域の方からもお声
かけいただき、老人福祉施設や子育て支援センター等にもお邪
魔するようになりました。
平成 21年度から名張市の委託事業により、市内の中学校におい
て「中学生に語り継ぐ　非核平和コンサート～被弾ピアノを通し
て、名張にあった戦争を伝える～」と題し、平和の尊さ、命の大
切さを伝える取り組みに力を入れております。

家族の理解があって
こそ続けられる活動で

す。周りの方々 に感謝の気持ちを忘れず、
末永く続けていきたいと思っています。

ひとことPR!
コンサートの様子

三重県内で魅力ある活動を行っている市民活動・ボランティア団

体等を県内各地域の市民活動（支援）センター等の協力を得て、

ご紹介します。

夏が近づくと自然の中でのアウトドアの機会が増えますね。海や

山や川に関わる活動をしている団体は・・・？

今月のテーマ
人権や平和に関わる団体

三重ぐるり
～みえの市民活動～

三重県内で魅力ある活動を行っている市民活動・ボランティア団
体等を県内各地域の市民活動（支援）センター等の協力を得て、
ご紹介します。
毎年８月は、過去の戦争の教訓から学び、人権の尊さ・平和の
重さを考える月ですね。
三重で人権や平和に関する活動をしている団体は・・・？

今月のテーマ
人権や平和に関わる団体

三重ぐるり
～みえの市民活動～

九条の会・よっかいち



日本の日常生活では想像することさえ困難な戦争・内線の悲劇が
世界中にあります。また、核兵器（含：劣化ウラン弾）だけでなく
平和利用の名のもとに使用される核が、地球の上を汚染し続けて
います。それらの核汚染による被害もマスコミ報道を超える現実
があります。特に幼い命が脅かされています。当NPO法人は、フ
リーランスのフォトジャーナリスト広河隆一氏のカメラが捉えた戦
争や核被害の実相を、展示用パネルに作成して維持管理し、展覧
会を企画される方（々個人団体問わず）に貸し出ししています。また、
非核平和社会を目指すための情報や資料の提供もしています。

情報提供：津市市民活動センター

 059-229-3078

世の中の多くの人にＧＩＤ（性同一性障害）について知ってもらい、
理解を深めてもらうことで、当事者が“自分らしく”生きるための環
境づくりを目指して活動しています。2011年に設立し、ＧＩＤの認
知を広めるために活動する団体としては県内では唯一といえます。
活動内容は、自身もＧＩＤである代表が中心となり、県内の学校や
市民センター、市役所などのセミナーへ講師として出向き、体験談
を交えながらＧＩＤについて伝えています。また当事者に寄り添いな
がら、マンツーマンでの相談やサポート、情報交換なども行ってい
ます。

情報提供：松阪市市民活動センター

 090-7635-6194( 代表　礪波晴紀 )

心の海の　腐敗が生んだ　宿敵アカシオン
志摩の平和を守るため　５人の若人が　今立ち上がる
ゆでると真っ赤　深海の皇子　伊勢海老レッド♂　ｂｙ浜島　
どこまでも灯りを照らす心の水先案内人　灯台ブルー♂　ｂｙ大王
肝の緑は清海の証　歯ごたえ抜群　鮑グリーン♂　ｂｙ志摩
甘酸っぱい初恋の思い出　フレッシュスマイル　カキれもん♀　ｂｙ磯部
いつもハートにキラメキを　愛の結晶　パールピンク♀　ｂｙ阿児
早寝早起き朝ごはん　志摩レンジャーここに見参！大海神だんだ
らぼっちと共に。

情報提供：志摩市民活動通信 sanpo

http://shima-fukushikyo.or.jp/
( 社会福祉法人　志摩市社会福祉協議会 )

2011年 9月の紀伊半島大水害で集まった災害ボランティアが、
日常的な地域への支援を目指して結成しました。休耕田の再開
発をはじめとする飛鳥熊レス村の立ち上げや、災害と獣害を防ぐ
ため、森林里山保全のボランティアも行っています。また、ひと
たび災害が発生すれば、チェーンソーを使ったテクニカルボラン
ティアとして、全国に駆けつけています。外部からの支援も引き
込みながら、田舎からできることを発信しています。

情報提供：東紀州コミュニティデザイン

 090-8658-6601（端無）

特定非営利活動法人　広河隆一
非核・平和写真展開催を支援する会

いせ九条の会 志摩レンジャー　実行委員会

「・・・よその国と争い事が起こったとき、決して戦争によって相手を負
かして自分の言い分を通そうとしないと言う事を決めたのです。穏やか
に相談して決まりをつけよう・・・これを戦争の放棄というのです。・・」

”新しい憲法のはなし”より抜粋
この貴重な精神を今に輝かせ、未来に引継がせるために全国に
７千余の九条の会が生まれました。いせ九条の会では講演会、
月例会、会報の発行、また、学校や地域等での空襲展、戦争体
験や紙芝居による平和学習、地域のイベント等にも積極的に参
加して、「平和の大切さ」を伝え続けています。

情報提供：いせ市民活動センター

三重県伊勢市曽禰１－９－１５　天の半分内
 090-6336-0596( 事務局　坂本照子 )

南勢
地域

中勢
地域

TEAM　ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ中勢
地域

東紀州
地域

南勢
地域

スマイル奪還作戦　進撃！
地域イベントでの啓発活動

貸出写真の1枚、劣化ウランにより

白血病になった少女

活動風景（中山間支援事業）

日本の日常生活では想像することさえ困難な戦争・内戦の悲劇が
世界中にあります。また、核兵器（含：劣化ウラン弾）だけでなく
平和利用の名のもとに使用される核が、地球の上を汚染し続けて
います。それらの核汚染による被害もマスコミ報道を超える現実
があります。特に幼い命が脅かされています。当NPO法人は、フ
リーランスのフォトジャーナリスト広河隆一氏のカメラが捉えた戦
争や核被害の実相を、展示用パネルに作成して維持管理し、展覧
会を企画される方 （々個人団体問わず）に貸し出ししています。ま
た、非核平和社会を目指すための情報や資料の提供もしています。

情報提供：津市市民活動センター

＆  059-229-3078

世の中の多くの人にＧＩＤ（性同一性障害）について知ってもらい、
理解を深めてもらうことで、当事者が“自分らしく”生きるための環
境づくりを目指して活動しています。2011年に設立し、ＧＩＤの認
知を広めるために活動する団体としては県内では唯一といえます。
活動内容は、自身もＧＩＤである代表が中心となり、県内の学校や
市民センター、市役所などのセミナーへ講師として出向き、体験談
を交えながらＧＩＤについて伝えています。また当事者に寄り添いな
がら、マンツーマンでの相談やサポート、情報交換なども行ってい
ます。

情報提供：松阪市市民活動センター

 090-7635-6194( 代表　礪波晴紀 )

心の海の　腐敗が生んだ　宿敵アカシオン
志摩の平和を守るため　５人の若人が　今立ち上がる
ゆでると真っ赤　深海の皇子　伊勢海老レッド♂　ｂｙ浜島　
どこまでも灯りを照らす心の水先案内人　灯台ブルー♂　ｂｙ大王
肝の緑は清海の証　歯ごたえ抜群　鮑グリーン♂　ｂｙ志摩
甘酸っぱい初恋の思い出　フレッシュスマイル　カキれもん♀　ｂｙ磯部
いつもハートにキラメキを　愛の結晶　パールピンク♀　ｂｙ阿児
早寝早起き朝ごはん　志摩レンジャーここに見参！大海神だんだ
らぼっちと共に。

情報提供：志摩市民活動通信 sanpo

http://shima-fukushikyo.or.jp/
( 社会福祉法人　志摩市社会福祉協議会 )

紀南国際交流会〔紀宝町〕は、1994 年、熊野地域の教育向上
には国際交流が重要だと考え有志が設立しました。
太平洋戦争中の1944 年にシンガポールで日本軍の捕虜となった
英国軍兵士300人が熊野市紀和町に送られ、終戦となる1945
年まで労働に従事。うち16人が病気や事故で死亡しました。そ
の墓のお世話を紀和町民が続け、現在も町の老人クラブの皆様
が定期的に墓地の草刈りや清掃、献花を続けています。当会で
は毎年秋に老人クラブと一緒に追悼式を続け、今年10月12日
の追悼式で20 回目を迎えます。

情報提供：東紀州コミュニティデザイン

三重県南牟婁郡紀宝町平尾井 1394-1
＆  0735-34-0519

特定非営利活動法人　広河隆一
非核・平和写真展開催を支援する会

いせ九条の会 志摩レンジャー実行委員会

「・・・よその国と争い事が起こったとき、決して戦争によって相手を負
かして自分の言い分を通そうとしないと言う事を決めたのです。穏やか
に相談して決まりをつけよう・・・これを戦争の放棄というのです。・・」

”新しい憲法のはなし”より抜粋
この貴重な精神を今に輝かせ、未来に引継がせるために全国に
７千余の九条の会が生まれました。いせ九条の会では講演会、
月例会、会報の発行、また、学校や地域等での空襲展、戦争体
験や紙芝居による平和学習、地域のイベント等にも積極的に参
加して、「平和の大切さ」を伝え続けています。

情報提供：いせ市民活動センター

三重県伊勢市曽禰１－９－１５　天の半分内
 090-6336-0596( 事務局　坂本照子 )

南勢
地域

中勢
地域

TEAM　ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ中勢
地域

東紀州
地域

南勢
地域

スマイル奪還作戦　進撃！
地域イベントでの啓発活動

貸出写真の1枚、劣化ウランにより

白血病になった少女
国際級の写真
を維持管理す

る事務局が、津にあることを信じ
てもらえないこともありますがホ
ントです。是非見に来て下さい。

ひとことPR!  県内ではＧＩＤへ
の認知がまだまだ

低いので、性別を超え、人間性で判
断される世の中になるよう、活動を通
して理解者を増やしていきたいです。

ひとことPR!

幼き視線で世
界を見れば、自

ずと平和が描けます。子どもと大人
がともに笑いあえる、そんな世界を
目指して紅蓮の荒海に進撃します。

ひとことPR!｢二度と戦争
をしない｣を

肝に銘じ、人類平和を高らかに
宣した憲法九条は世界の宝であ
り、最大の安全保障です。

ひとことPR!

特定非営利活動法人　
紀南国際交流会

老人クラブと当交
流会の活動が英

国王室と英国政府に認められ、11
月 4日に会を代表して戸地 功 理
事長が名誉大英勲章を受章します。

ひとことPR!
追悼式の様子
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来月のテーマは

防災・地域安全に関わる団体
　　　　　　　　　　　です。

来月のテーマは

防災・地域安全に関わる団体
　　　　　　　　　　　です。



募集とご案内

松阪の中心市街地を盛り上げよう !
「七夕まつり・鈴の音市」

・三重県遊技業福祉連合会　第 11 回ＭＰドリーム助成（分野不問）　8月20日（火）17:00 必着

・日本フラワーデザイナー協会　NFD one leaf fund（分野：環境）　8月31日（土）当日消印有効
・住友生命　第 7 回未来を強くする子育てプロジェクト　9月10日（火）必着
・かめのり財団　第 7 回かめのり賞（分野：国際）　9月13日（金）必着

中東シリアではアサド政権と反体制派の武力衝突から2
年以上が過ぎました。騒乱以前のような平和が再びシリア
に訪れることを願い、平和な時代におけるシリアの日常や
暮らしを紹介します。

	8月3日（土）10：00 ～ 8月4日（日）16：00
			四日市市立博物館	2階　市民ギャラリー
	無料（申込み不要）　 		ESD	in	みえ
	シリア支援団体　サダーカ、（特活）学習創造フォーラム
	ESD　in　みえ　Tel	080-3684-2442（小笠）
　	　nhana44jp@yahoo.co.jp
http://www.esd-j.org/j/transmit/mie.php?blogid=32

中東シリアの平和を願う写真展
～内戦以前におけるシリアの人々の暮らし～

第 1 部：保護者がわが子の不登校という現実を受け入れ、
子どもとともに生きてきた経験や思いを素直に語ります。
第 2 部：参加者の方々にも加わっていただき、ご質問や今
までの思いを語り合い、みなさまと一緒に考えます。

	8 月 3日（土）　13：30 ～16：30
			みえ県民交流センター　ミーティングルーム

　　　	アスト津 3階（津駅東口隣接ビル）
	保護者、教育関係者、不登校の子どもの支援に関		

	 わる方など
	無料　※Tel	または	E-mail にて申込み
	（特活）フリースクール三重シューレ

　　　 〒514-0006　津市広明町 328津ビル
　　　 Tel	059-213-1115

　	　npo@mienoko.com
http://www.mienoko.com/

『親が語る・親と語る』
三重シューレ 10 周年 不登校シンポジウム

緑の萌える美杉の森で、歌と踊りの音楽祭が開催されます。
悠久の時に身を任せ、夏のひとときを過ごしませんか？

	8月11日（日）11：00 ～16：00
			 	津市美杉村八手俣　杣の森
		1,000 円（石窯ピザ付き）　※小学生未満無料
	　HPのチラシ裏面に必要事項を記入し、Faxまたは

	 　E-mail にて申込み　 	8月4日（日）
	（特活）DIFAR　〒515-3421　津市美杉村八知1383

　　　　Tel	090-9181-4554　Fax	059-212-0154
　	　info@difar.jp
http://www.pref.mie.lg.jp/UMASHI/HP/chiiki/tsu.htm#difar

DIFAR　森の音楽祭
～アンデスから美杉へ　ラテンのリズムにのって～

第一部「ごみ減量に向けて」
	 	児玉	豊和氏　東員町役場		　環境資源課主査
第二部「御殿場市の行政・NPO・事業者による協働のしく		
　				 みと経緯」　勝又	さつき氏　
	 	（特活）エコハウス御殿場　理事長

	8月25日（日）13:30 ～
			東員町保健福祉センター　1階ホール
	無料　 		（特活）生ごみリサイクル思考の会
	東員町
	Tel	0594-76-2262（エコの館）
http://www.risaikuru.or.jp/sab8/index-8htm.html

～ごみゼロ社会の実現を目指して～
講演会「生ごみリサイクルでまちづくり」

乳がん患者の方がグループに分かれて体験発表
①乳がんで再発治療中の方（再発している方のみ参加できます）
②乳がんを体験した方

	9月1日（日）　12：00 ～13：30
	みえ県民交流センター　ミーティングルーム・交流スペース
	乳がん体験者ならどなたでも
	200 円　※要申込み　 	ランチ持参してください
	あけぼの会・あけぼの会三重支部

　　　　Tel	090-4211-9947（西村）、090-2944-4773（小野）
　　　　Fax	0596-52-2384

　	　kicyan.n2384@ezweb.ne.jp

第 36 回あけぼのハウス三重
「あなたは一人ではありません」

助成金情報は、弊センターホームページでも多数ご紹介しております。
http://www.mienpo.net/center/   

・東海ゴム工業×松阪市市民活動センター「TRI 夢・街・人づくり助成金」事業募集 　8月31日（土）当日消印有効

松阪の夏の一夜を飾る「七夕まつり・鈴の音市」が開催さ
れます。自治会や市民団体などが運営するまつりで、音楽
や踊り、花火など、さまざまな催しが行われます。

	8 月 3日（土）　17：00 ～21：30
			松阪市中心市街地（阪内川～平生町）
		松阪まちなか街づくりネットワーク実行委員会、

	 松阪七夕まつり実行委員会
	松阪商工会議所　地域振興課　Tel	0598-51-7811
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【情報を提供していただく皆様へ】
掲載希望の際は、ホームページからフォーマットをダウンロードしていただ
き、E-mail または Faxにて以下の要領でお送りください。
　（1）	　フォーマットに必要事項を入力のうえ、毎月10日までにお送りください。
　（2）	E-mailは件名に「市民活動・ボラン　ティアニュースへの掲載希望」と明

記してください。
ホームページ 原稿用　フォーマットダウンロード手順

トップページから「みえ市民活動・ボランティアニュース」のボタンをクリック。「イ
ベント情報投稿」「募集情報投稿」の2種類がありますので、掲載内容によって
お選びください。「申し込みフォーム」をクリック後、出力していただくか、デー
タをパソコンに保存してお使いください。

http://www.mienpo.net/center/
E-mail　center@mienpo.net　　Fax　059-222-5971

ヒント2　若い世代が活躍できる場をつくる

【ヒント2の事例】
①三重県最大級の若者の音楽フェスティバル「太陽の宴」（四日市市）　  「太陽の宴」実行委員会（NPO）
②高校生の作品を社会の第一線で活用「飯野高校応用デザイン科」（鈴鹿市）　  三重県立飯野高等学校（学校）
③地域の納涼大会でやる気を引き出す「子どものお店」（明和町）　  明和町下

しもみいと
御糸地区

④若者たちが地域の魅力を楽しみながら伝承する「神
こ ん さ
津佐啓発会」（南伊勢町）　  神

こ ん さ
津佐啓発会（地縁系NPO）

【ヒント2】
　子どもや若者など若い世代が、主体的に地域活動に参加することは、彼らの成長にとって重要であるだけでなく、地域が元気
になります。しかし、若い世代は活動するきっかけをつかめずにいたり、仕事などで忙しくて時間がなかったり、学生だけの枠に
収まってしまい広がりがなかったり、地域活動に参加してみたものの周囲とのギャップを感じていたり、さまざまな理由で参加し
にくい現状があります。
　これらの課題を乗り越えるため、若い世代と社会貢献活動をつなぐ「道」を、意識的につくる必要があります。また、若い世代が、
社会の一員としての自覚や達成感を感じることができるようにするためには、まずは「成功体験」が大切です。

ヒント集 p.26 地域の茶の間ひまわり（NPO）の mail アドレスが hk8511@aqua.ocn.ne.jp に変更されました。

引用：『夢をかたちにするまちづくり～「新しい公共」のヒント集～』（三重県・新しい公共円卓会議／２０１３年３月発行）

ＮＰＯの活動、団体のサポートなどのＮＰＯに関わりのある活
動ってどんなことをしているのでしょうか？その活動現場で活躍
するスタッフのある日の一日を紹介します。
今回は、大規模な災害の発生時に、被災地でボランティア活動
が円滑に行われるようさまざまな支援活動を行う「みえ災害ボ
ランティア支援センター」スタッフの森本さんに密着しました。
同センターは行政、社協、ＮＰＯが官民協働で運営していて、
これまでにボランティア総計1175 名を乗せたバス（みえ発！
ボラパック）を66便※出発させました。　※2013 年 7月1日時点

http://mvsc.jp/	 TEL	059-226-6916

16:30 事務作業

デスクに向かって本日の
まとめなどを行います 15:00 支援活動研修

仮設住宅や公民館で行うボランティア活動の事前講習会を実施し、丁寧に教えます

被災地へ行くにあたってのボランティアの注意点などを詳しく説明し、行く前の不安をなくします

10：30ボランティアのお迎え

被災地での活動を終えて
戻ってきたボランティアを

「お疲れ様」と出迎えます
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お迎えの写真提供：
みえ災害ボランティア
支援センター

13;30 次の便のボランティアへの     
　　　　ガイダンス

Vol.2

多気郡大台町出身。東北地方を襲った東日本
大震災の3日後、被災地支援を行うためにみ
え災害ボランティア支援センターが設置され、
5月からスタッフになる。ＪＩＣＡ青年海外協
力隊としてスリランカに赴任した経験も。

6

（審査部）

みえ災害ボランティア支援センター

対策班長　森本 佳奈さん

県民が力を合わせることによって、地域社会で「今までできなかったことができるようになる」
ために大切なヒントを毎月ご紹介します。

協創のヒント集

活動 のぞき見隊
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みえ市民活動・ボランティアχュースはこちらにあります。

ʲ地域の社会福祉協議会  r県内の市町社会福祉協議会

ʲ地域の市民活動センター等ʪr津　市ʫみえ市民活動ボランティアセンター/津市市民活動センター/三
重大学/؃護大学/三重夑期大学/高田夑期大学　ʪ܂名市ʫ܂名市市民活動センター　ʪいなべ市ʫいな
べ市市民活動センター　ʪ東員町ʫとういんボランティア市民活動支援センター　ʪ࢛日市市ʫ四日市市
市民活動センター/四日市大学　ʪُ山市ʫُ 山市市民協働センター　ʪ綸ࣛ市ʫ市民ネットワークすずか
のぶどう/鈴鹿国際大学/鈴鹿医療科学大学　ʪ松阪市ʫ松阪市市民活動センター　ʪ伊勢市ʫいせ市民
活動センター/皇ላ館大学　ʪ志摩市ʫ志摩市市民活動支援センター/ԣ山ビジターセンター　ʪ名張市ʫ
名張市市民活動支援センター/エコリκート赤目の森/名張市立椓ॻ館/名張青年会議所/名張市総合福
祉センター　ʪ伊賀市ʫ伊賀市市民活動支援センター/伊賀市立椓ॻ館/伊賀青年会議所　ʪ尾練市ʫ東紀
州コミュニティデザイン　ʪ明緭町ʫめいわ市民活動サポートセンター　ʪ南伊勢町ʫ南伊勢町町民文化
会館　ʪ紀宝町ʫ紀宝町ボランティア市民活動センター　

協　賛

ʲ金紪機関・企業等 	r淥ۜޒ行各店/第三ۜ行各店/三重ۜ行各店/東海労働金ݿ各店/県下+Aバンク各店/メ
ディカル一ޫ各調剤薬局

ʲ行政機関等 	r	三重県套県民ホール/三重県地域機関（地域防災総合事務所<܂名、四日市、鈴鹿、津、松阪、伊
賀> 地域活性化局<南勢志摩、紀北、紀南>）/三重県ӫ町套舎（情報公開槜口）/三重県総合医療センター/三
重県立一志病Ӄ/三重県立志摩病Ӄ/三重県立こころの医療センター/三重県立こころの健߁センター/ࡈ
宮ྺ࢙博物館/三重県立博物館/三重県立椓ॻ館/三重県生֔学習センター/三重県夡ঁ共同参画センター
『フレンテみえ』/三重県人権センター/三重県身体障害者総合福祉センター/三重県環境学習情報センター/
三重県鳥Ӌパート情報センター/三重県立熊野古道センター/各市町役場/各市町中ԝ公民館など

みえ市民活動・ボランティアニュース発行にあたり、協
賛をいただいております。

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

①認証団体名②法人事務所の所在地③活動分野④認証年月日⑤代表者

認証した特定非営利活動法人
(2013 年 6月10日～2013年 7月9日認証分 )

	

 転載を希望の場合は必ず「みえ県民交流センター指定管理者：みえ NPO ネットワークセンター」に連絡してください。

　学校や地域などの身近な環境から、日本、世界に至るまで、さまざま
な課題が山積みとなっています。自分たちの生活や団体・会社の利益だけ
を考えるのではなく、世の中をよりよく変えていくにはどうしたらいいか？
　「１ピース欠けたケーキを販売し、その差額を途上国の子どもの食糧援
助に」、「ペーパーレス化のためプリントアウトできない PDFを広める」、
「CMの俳優をダウン症の人が演じるバージョンを放送する日を作り、ダ
ウン症への理解を呼び掛ける」など、海外も含めた豊富なソーシャルデ
ザイン３５事例が掲載されています。そのアイデアは誰にでもわかる明快
な仕組みでありながら、ちょっとした視点によって社会的な課題に訴える
力を持つことに成功した	“自分らしくクリエイティブな”仕組みです。
　日常生活の中で感じる疑問や気づきを社会の課題につなげ、誰でも
気軽に参加できる仕組みを生み出し、実行に移すための立派なヒント
集です。【三好】

アイデアは地球を救う。
希望をつくる仕事ソーシャルデザイン
ソーシャルデザイン会議実行委員会	編著
2013年 3月	
株式会社宣伝会議	発行

①特定非営利活動法人	裕
②松阪市鎌田町1139 番地1	
③保健	
④2013 年 6月13日
⑤理事長　飯田	あゆみ

①特定非営利活動法人
　福祉タクシー糸車
②伊賀市川西1738 番地の 89
③保健
④2013 年 6月13日
⑤理事長　古川	一夫

①特定非営利活動法人
　	スマイルタウン	
②松阪市嬉野須賀町1334番地 3	
③保健、環境
④2013 年 6月20日
⑤理事長　島岡	一仁

①特定非営利活動法人	
　どんぐりの会
②津市久居新町883 番地 5
　シェルメール久居駅前302号	
③保健、地域安全、子ども
④2013 年 6月28日
⑤理事長　木崎	芙美

①特定非営利活動法人	
　ニコニコ共和国	
②四日市市東新町 7番11号
③保健、まちづくり、地域		
　安全、子ども
④2013 年 6月28日	
⑤理事長　高井	俊夫

①特定非営利活動法人	ザ・夢
②津市乙部2132番地の3
③保健、学術
④2013 年 6月28日	
⑤理事長　岡部	榮樹	

　「外国の方に恩返しをしたい！」という想いが会を設立したきっかけだと聞いています。設立者は
息子が留学した際に現地の方から受けたご厚意に感謝し、自分も何かできることをと1997年にこ
の日本語教室を始めたそうです。私は2000 年に友達に誘われたのがきっかけで日本語指導のボ
ランティアを始めましたが、もともといろんな国の方と知り合いになりたいという想いもありました。
　マンツーマン方式で指導していますが、ずっと同じ指導者ではなく4カ月で交代します。年齢や
日本に来た背景が異なる中、生活をしていくために必須の日本語を学びたい方、日本語能力試験のための勉強をしたい方など、
それぞれ目的が違うので、初めに何を勉強したいかをお聞きして、生徒さんが望む指導をするように心掛けています。日本人
が学ぶ国語の文法と外国の方が学ぶ日本語教育のための日本語の文法は違うので、今も勉強しながら指導しています。日々
勉強だと思っています。
　学習だけでなく新年には着物を着ておせち料理を食べ、7月には浴衣を着て七夕飾りなどの日本の文化を紹介しながら楽
しんでもらっています。春はお花見、秋は紅葉狩りとみんなで出かけます。
　また生徒さんから時にはプライベートの相談を受けたりもします。この会は相談しやすい存在なのかもしれませんね。
　私が13年間この団体で活動を続けてこられたのは、教える側も学ぶ側もみんながいい関係でとても居心地がいいからな
んです。これからも細く長くこの活動を続けていきたいと思います。

プロフィール
2000年から「学びあいの会」で日本に暮らす外国の方の日本語学習を支援
するボランティアを始める。2013年度から代表。

三重国際交流　学びあいの会　代表　服部聖子さん　(津市在住)

みえ県民交流センターの図書・資料コーナー等から、スタッフがおすすめする
NPO やボランティアに関するさまざまな書籍類をご紹介します。

NPO・ボランティア 私の一冊NPO・ボランティア 私の一冊
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